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“ 

现
時
の
經
濟
學
，が
幾
多
の
方
®
に
於
て
心
理
學
の
補
一 

助
を
仰
ぎ
つ
、6
る
こ
^

は
明
か
な
る
事
實
に
し
て
，

例
者
、「

フ
ダ
ナ
！」

敎
授
の
如
き
吾
人
の
斜
學
的
認
識 

は
吾
人
の
精
#

狀
傭
を
硏
究
す
る
に
始
ま
るe
な
し
、

ニ 

加
ふ
る
に
彼
れ
は
國
民
經
濟
學
を
以
て

|

個
の
應
用
心 

理
學
S

な
せ
^

^
又
、

「

シ
ユ
モ
ラ
1」

の
如
き
も
*

a
學
一 

的
歷
史
的
に
硏
究
す
る
を
以
て
國
民
經
濟
學
の
主
な
る

\

 

任

務

ミ

な

せ
M

に
燠
太
利
派
の
硏
究
的
勝
度

(
r

フ 

'
オ
ン
®
ゥ
汁
ザ
ー」「

ベ
1

ム
•
パ
ク
ェ
ル
ク」

の
如
き
を 

‘見
る
妃
彼
等
は
價
値
の
法
則
を
快
、
不
快
の
感
情
，を
以

熔
八
齅 

一
八i:l

て
立
論
せ
んH

せ
6

、
斯
ぐ
の
如
き
は
以
て
近
時
の
經
：
 

濟
學
硏
究；

が

必

ず

し

も

學

v
j

風

馬

平

^

わ

ら

ぎ

る
 

こ
ど
を
證
す
る
も
の
な
6

ビ
す
。
只
だ
心
理
學
的
の
硏 

究
に
ょ
ぅ
て
理
論
的
經
濟
學
の
構
成
を
求
む
る
^

至
i
 

て
は
.菩
人
は
大
な
る
異
論
‘を
.挾
.ま
ざ
る
を
得
ず
，
況
ん 

.
や
實
驗
*

理
學
に
於
て
を
や
、
此
點
.に
於
.て
興
な
$
た 

る
色
彩
を
^

す
る
こ
.

^「

•
ミ
ユ
ン
ス
タ
I

ペ
シ
Is」

の 

本
著
ど
な
す
、
彼
れ
の
求
む
る
處
は
吾
人
の
精
神
界
を 

支
配
ぜ
る
1

般
的
法
則
を
硏
究
す
る
に
ゎ
ら
ず
し
て
> 

寧
ろ
こ
れ
反
對
に
#

殊
的
心
理
現
象
例
漭
年
齡
、
J8 

女
、
國
民
性
、
人
稀
の
興
同
に
ょ
れ
る
特
牲
を
硏
究
す 

.る
に
.ぁ
り
、
換
言
す
れ
ば
實
驗
心
理
學
の
見
地
の
下
に 

此
個
別
が
異
頂
性
を
取
极
ふ
も
の
^

ぅ
^—

す
，
而
し
て 

斯
く
.の
如
き
硏
究
方
法
は
從
來
、
I*

に
敎
育
學
、
刑
法 

の
.諸
方
面
に
於
て
應
用
せ
ら
れ
し
®

な
6
 v

す
*

今
、

.
#者
が
經
濟
生
活
に
向
て
な
さ
ん
€
す
る
心
理
學
的
硏 

究

は

：
或

黏

に

於

.
て

最

近

獨

逸

0

社
會
政
羅
曾
が
試
み 

.
^名
處
ビ
相
似
：な
る
：處
な
办
，
：：只
だ«
會
政
策
脅
方
面

が
理
論
的
な
る
に
對
し’て「

I

ン
ス
タ

ー

べC

」

は
徹
頭
徹
尾
實
際
的
目
的
を
有
す
る
も
の
に
し
て
換
言 

•す
れ
ば
經
濟
上
のK
SP
に
從
事
す
る
人
に
對
し
て
之
れ 

が
顧
問
れ
ら
ん
ど
す
る
に
あ
办
、
而
し
.て
本
著
の
硏
究 

は
主
ビ
し
て
分
ち
て
三
つS
な
す
を
得
可
し
"

即

ち

第

\

 

1

は
經
濟
的
努
力
に
向
て
特
声
な
る
人
格
を
求if
る
^

I 

は
如
何
に
す
可
き
や
の
問
題
，に
し
て"
著
漭
は
主
ミ
し\ 

て
實
驗
心
理
學
の
補
助
に
ょ
う
て
各
次
の
人
格
を
確
定

j 

し
、
M

R
之
れ
を
諸
種
の
經
濟
的
事
業
に
適
合
せ
し
め
一 

んV
J

す
る
に
あ
6

0
第1

1

の
問
題
は
勞
働
效
程
增
加
の 

間
題
に
し
て
？
此
點
に
於
て
著
者
の
意
見
は

n

グ
1

フ 

1

J
の
研
究
^
相

觸

接

せ

る

處

あ

第

三

の

開

題

は

| 

最
も
心
理
學
的
硏
究
の
應
用
せ&
れ
し
部
分
に
し
て
/

一
 

如
何
忙
せ
ば
吾
人
の
經
濟
的
慾
蕻
は
、
ょ
办
迅
速
に
ょ 

う
容
易
に
滿
.足
せ
ら
れ
得
可
き
や
に
わ
う
、
，何
ほ
著
者 

は
最
後
に
經
濟
心
理
學
將
來
の
發
展
ヽ

.

狀
態
に
就
き
て 

叙
述
せ
う
”
こ
れ
を
要
す
る
に
著
溝
の
所
謂
經
濟
心
理 

學
な
る
も
の
は
從
來
の
經
濟
學
潘
又
た
は

j

部
の
心
理 

齡
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學
者
が
試
み
れ
る
如
きa
論
的
の
も
の
に
あ
ら
ず
し
て 

寧
ろ
實
•際
的
、
個
人
經
濟
的
性
質
を
有
す
る
も
の
なi 

ミ
す
、
故
^1

般
商h

業
に
從
事
す
る
も
の
^
ミ
う
て 

參
考
の
材
料
れ
る
こ
ビ
は
勿
論
な.

o
T

想
ふ
に
^
方
面 

の
硏
究
に
し
て
將
來
益
々
發
達
す
る
に
至
ら
ば
"
勞
働 

時
間
問
題
の
如
き
も
自
か
&
異
な
う
れ
る
色
彩
を
有
し 

て
新
た
な
る
方
面
ょ
り
解
決
の
氣
運
に
向
ふ
可
し
，
吾 

人
の
經
濟
心
理
學
に
塵
む
處
は
徹
頭
徹
尾
興
實
際
的
方 

面
の
活
動
^
あ
6
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生)

,

日
本
經
濟
叢
書
第p

1
1、

三(

_
S I
I 1
.
3

日
本
經
濟
叢
書
は
我
邦
の
出
版
界
に
於
て
最
も
價
値 

あ
る
硏
究
物
た
う
、
而
し
て.第T

卷
收
德
書
目
中
吾
人 

を
し
.て
最
も
感
せ
し
め
し
も
の
は
慕
斑
田
中
丘
隅
右
衛 

門
の
民
間
省
要
に
し
て
^
本
書
は
享
保
頃
に
於
け
る
民 

政
上
の
.諸
問
題
殊
に
賦
栊
治
水
ヽ
驛
傅
等
の
諸
項
に
就 

き
最
も
精
細
に
論
述
し"
殊
に
當
時
幕
班
の
'下
役
等
が 

上
意
を
解
せ
す
し
て
猥
办
に
邪
惡
の
行
動
あ
る
を
憚
な

.第

八

駿
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批
評
と
紹
介

く
非
議
し
、
或
ば
入
札
請
^

の
弊
役
人
'ヒ
御
用
商
人
マ」 

の

、
結
托
挚
を
指
摘
せ
-

典
師
成
農
道
汎
の
如
き
は
此 

書
を
以
て
當
時
R
於
け
る
最
も
有
用
の
大
著
作u

な
し
.
 

て
幕
府
^

献
發
し
ビ
云
ふ
”
第
ニ
卷
收
容
書
目
中
特
^

,
W
V
可
き
も
®'
は

室

鳩

巢

の

兼

山
秘
策
にし
て
、
之
れ 

加

贺

.の
靑
地
齊
賢
及
興
弟
禮
幹
が
鳩
巢

ょ
り
寄
せ
し
書 

簡
を
年
月
順
.に
輯
錄

せ
し
も
の
に
し
て
當
時
の
物
«

_

.
 

題
或
は
貨
®

問
題
等
に
就
き
て
見
る
可
きも
0

多
し
、 

第
三
■

於
て
は
吾
人
は
物
茂
卿
の
政
談R
服
す
、
本 

書
は
爹
く
當
時
の
社
會
間
題
に
觸
れ
或
は
浮
浪
遊
民
の 

，徒
或
炫
江
戶
人
ロ
の
膨
脹
、
或
は
饍
士
の
村
落
生
活
等 

に
就
^
て
論

じ
.'
,

此
時
代
を
硏
究
す
る
者
に̂

ぅ
て
好 

個
の
參
考
材
料
た
ぅ
、
我
等
は
本
、叢
書
が
其
卷
數
を

f 

す

に
つ
れ
て
、
多
々
益
々
我
邦
の.學
歡
を
.益
す
る
こ
f

 

.0
甚
だ
：大
な
る
を
信
じ
茲
忙
て
深
ぐ
瀧
本
誠
一
弓« 

田
內
田
雨
»

士
及
河
上
興
に
謝
軍
を
表
す
る
も
0
な
>

’

.

.
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英
國
に
於
け
る
經
濟
學
說
の
發
達
が
英
國
の
世
界
商
業
場
裏
に
於

■け
る
地
位
の
向
上
に

# 

ふ
ど
同
じ
く
和
蘭

'に
於
け
る
經
濟
學
說
の
發
達
は
和
蘭
が
西
斑
牙
の

m

紳
を
脫
し
獨
立
の
國 

民
^
し
て
世
界
商
權
を
掌
握
せ
ん
ど
し
た
る
時
に
起
れ
ぅ
。故
に
某

»

要
の
問
題
ビ
し
て
取
扱

第

八

怨(

一
〇
九
玉)

論

就

十
七
、

八
世
紺
1-
於
け
る
和
蘭
經
濟
學
說
 

谘
九
號 

一


